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かれ.前者に沿うものは金属電子からプラ女マ理論へ (西山 ,渡部).後者は

ギンツプルク ･ランダウ理論a)改野 (都築 ,西山)へ進んだわけですO方法も

密度行列からグ 9- ソ関数の方法へ変ってきましたo

ポーズ気休の方でも. ユ953年にはFeym zm の理論がでて.長年わ懸案で

あったLandauの量子流路理論の基礎づけが行われましたQそれまでにラング

ク理論の基礎づげは､Bogolyubov(1947)がJ.Phys釘.S.S.巧 でやって

いたわけですが.当時はソ連a)論文の入手がむつかしく､かなり後 (1952年

頃)に.はじめて読んだのですが.それは運動量空間の原点にある粒子数を基

礎に.おくものであるのに対し.Feymanrのものは空間的平均密度を基礎におく

点ですぐれています G と九は密度行列の方法と多 くの共通点をも′っていること

がわかりますCわれわれも集団記述の方法でBogolyubov理論と密度行列の方

法n相違についてしらぺてきましたが-さらに実際の原子間ポテンVヤルを用

いた計算や､非線型項 ,特にロトン ･フォノン散乱に対応した問題は残･されい

ると思います｡液体- ツタムの乱涜理論等も面白いでしょう. しかしヘ リクム

の問題としては相転移が一番面白そうなので､京大や阪大の鞄の研究室の方々

の卸教示を仰ぎたいと存しています｡L
以前は物性論研究にずい分お世話になってお りましたが.たまたま今回の阪

大研究室紹介の一部に加え写せていただけたことを感謝していますO

(西 山 敬 三 記)

斉 藤 研 究 室

我々のグループは約 1Q年取すり.半導体a)歎射線損傷の問題にとりくみ.

現在までひきつづいてこの研究を続けてまいりましたO

構成員は.斉藤晴男 ,平田光児 ,福岡登 ,平田雅子(D.C.)で..このほかに

M.C.一名と他に一名おりますO

研究テ｢マは.最初の数年問は n型GeのCo隼 .I,線による虫歯のAnnea3ing
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斉藤研究室

に主力をそそぎましたoそのうちにCie,Si共にAnnぬIingには不純物が大

きい役割を果すことが明らかたなり∴特にSiで酸素とVaOanOy(A-Center)

燐とVaCanCyの Compiexが出来ることがWatkins等によって確められて

Si車でのVaCanCyのふるまいが明らかになったため.興味の中心がSiに移

ってきました｡ 我々の方でもこれ等のComplexの AmealingについてLLら

ぺ､丑CenteTが 120o C以下で0.94eVの活性他エネjL,ギーでAnneal.チ

るが､A-Centerはこの温度では安定であること等を確かめましたO

昭和 38年頃より Siは~o坤icconねC七を作りにくいのでマイクロ波の吸

収を用いて比抵抗や 1土keもimeを測定することをはじめ.この方法で研究を

行い.ECenもerの Amealing等についてよい結果を得ております0.,叉 Ge

についてのIifetimeの Annealingの研究も行いました｡

昭和 38.年秋より約 1ヶ年斉藤が ･OakRidgeNationalLab.へ出張中

に再び n塑Geの Amealingについて不純物の種類及び濃度の影響を詳しく

しらべたことから.これに引きっづいて OakRまdgeと連絡をとりながらP塑

Geについて同種の研究を行うことを日下準備中です｡

Si中での欠陥がGeよりも先にESRにかかることが発見されたため.現在

ではSi車でのAnnealingの機構の方がGeの場合よりもよくわかっているよ

うセすが､最近Ge車での機構も段々明らかになりやけています｡今後ESRや

赤外のモノクロメーター等の購入も考えていまして､色々の面からQ-e及びSi

中での不 純物とAmealingの機構について研究を行ってゆきたいと考えてお

りますO (斉 藤 記)

〔産業科学研究所 〕

無 機 結 晶材 料 研 究室 とそa)周 辺

1.大阪大学産業科学研究所の英訳は TheInstituteofScientific

and 工ndTISもrialResearchと創立当初にすでに決められていて.設立以来
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